
サイバー攻撃・情報漏えいリスクへの対策は万全ですか？

医療機関用サイバー保険のご案内

■２つの損害を包括して補償

神医社と損害保険ジャパンは神奈川県病院協会の賛助会員です

標的型メール攻撃 ランサムウェア

マルウェア感染 誤発信・紛失・置き忘れ

■保険料例 病院︓⼀般病床100床 告知書割増引適用なし 保険期間1年 ⼀括払 の場合

発売以来、多くのご照会・ご加入をいただいております。
巧妙化、多様化しているサイバー攻撃への対策にぜひご活用ください。
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タイプ 損害賠償
事故対応
特別費用

自己負担額

254,700円 

5,000万円 500万円 353,250円 

年間保険料

1,000万円 100万円

なし

142,960円 

3,000万円 300万円

1億円 1,000万円 554,510円 

2億円 2,000万円 759,240円 

資料2



【取扱代理店】 株式会社神医社
〒２３１－００３７
横浜市中区富士見町３－１ 神奈川県総合医療会館４階
ＴＥＬ：０４５－２３１－７７５９
ＦＡＸ：０４５－２４３－５４５１
（受付時間：平日午前９時から午後５時まで）

【引受保険会社】

損害保険ジャパン株式会社
横浜支店営業第一課
〒２３１－０００７
横浜市中区弁天通５－７０ 損保ジャパン馬車道ビル５Ｆ
ＴＥＬ：０４５－６６１－２７１３
ＦＡＸ：０４５－２０１－７２５２
（受付時間：平日午前９時から午後５時まで）

●2022年
１月：サーバーがウイルスに感染、電子カルテが使えず４日間、診療を一部停止した。
１月：システムに不正アクセス（疑い）があり、電子カルテ、会計システムに不具合が発生しサーバーを

停止した。

●2021年
１月：メールアカウントが不正アクセスを受け、大量のスパムメールが送信された。
５月：画像参照システムサーバーに不正アクセスがあり、一部データーベースが破壊された。
７月：クラウドサービスに不正アクセスされ、患者情報などが流出の可能性。
９月：職員のメールアカウントに不正アクセスされ、患者氏名など流出の恐れ。

１０月：電子カルテシステムがランサムウェアに感染。電子カルテにアクセスできない、会計システムが
使用できない状況に。約２か月後に復旧した。

１０月：不正アクセスを受けシステムの一部に障害が発生、情報漏えいの可能性。
１０月：LAN接続していた医師の私用パソコンが不正アクセスを受け、すぐにネットワークから切

り離したが情報漏えいの可能性。

・このちらしは、「医療機関用サイバー保険」の概要を説明したものです。 詳しくは取扱代理店または損保ジャパン営業店までお問い合わせください。
・ご加入に際して告知書の提出が必要です。

（お問い合わせ先）

SJ22-00738 2022.4.20

事故発生時の各種対応費用とは

※神奈川県医師会団体医師賠償責任保険にご加入の方は団体契約（団体割引20％）にご加入いただけます。

外部からの不正アクセスにより、電子カルテ、会計、画像管理などの基幹システムが被害を受けて、
情報漏えいや診療を制限せざるを得ないなど業務運営に支障を来す事故が増加しています。

国内病院の最近の事故事例（引用元︓各病院公式HP等）



喪失利益・営業継続費用の補償を追加した場合の保険料

■保険料例 病院︓⼀般病床100床 告知書割増引適用なし 保険期間1年 ⼀括払
営業利益＋経常費 ２０憶円 の場合

喪失利益 ： ネットワークを構成するIT機器等が機能停止することに
よって生じた医療機関の利益損害

営業継続費用 ： ネットワークを構成するIT機器等が機能停止することに
よって生じた医療機関の営業継続のための費用

オ プ シ ョ ン

下表の ③喪失利益 ④営業継続費用 を追加

Ｔ１

Ｔ２

Ｔ３

Ｔ４

Ｔ５
1億円 1,000万円 5,000万円 5,000万円 2,675,010円 

2億円 2,000万円 1億円 1億円 5,319,240円 

1,500万円 811,350円 

5,000万円 500万円 2,500万円 2,500万円 1,347,250円 

年間保険料

1,000万円 100万円 500万円 500万円
①・②
なし

③・④
１事故

３０万円

304,660円 

3,000万円 300万円 1,500万円

タイプ ①損害賠償
②事故対応
特別費用

③喪失利益 ④営業継続費用 自己負担額


